
 

 

医療 ISAC Security Lecture 2022 

 

#005 

ランサムウェア被害事例から学ぶ、注意すべき業者と対応方法について 
 

講師：深津 博 

日時：2022 年 7 月 21 日（木）17:00～18:00 Google Meet によるライブ配信 

 

講師略歴 

医療 ISAC 代表理事 

愛知医科大学医療情報部特任教授、放射線科専門医、 

社会医学専門医・指導医 

 

1985 年 名古屋大学医学部卒業 

2000 年より名古屋大学医学部附属病院准教授 

2006 年より日本医療コンシェルジュ研究所代表 

医療コンシェルジュの育成（1000 名以上） 

医師事務作業補助者の基礎知識研修（2000 名以上）を実施。 

2009 年より現職 

2014 年より一般社団法人メディカル IT セキュリティフォーラム代表理事に就任 

2019 年 10 月、団体名を一般社団法人医療 ISAC に改名 

同年米国 Health ISAC と包括業務提携を締結 

 

講演要旨 

今年になってからも病院がランサムウェア攻撃の被害に遭う事例が発生し、危機的な状況が続い

ている。 

昨年被害にあった徳島のつるぎ町立半田病院の調査報告書によれば、電子カルテの構成の問題か

らアンチウイルスソフトを無効化していたり、電子カルテベンダーが VPN 機器の脆弱性を知り

ながら病院に通知していなかったりなどと言った問題点も見えて来る。 

本講演ではつるぎ町立半田病院、および他の事例から見える業者の対応や医療機関としての業者

との折衝方法などについて解説する。 


